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自己紹介

1966年生まれ(丙午)

1989年 野村證券 入社

2003年 トヨタFS証券 転職

2010年 保険・証券の代理店

㈱ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの契約社員へ（2018年契約解除）

2012年 FLS HongKong Co.Ltd 設立

2012年 FLS japan 合同会社 設立

2018年 FPｱｿｼｴｲﾂ&ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｼｽﾞの契約社員へ



日経平均

33,713

9月末44,932円
38,915

2009年2月
7,568円

2020年
3月19日
16,552

2024年 日本株の上昇率 約19％

1989年4月〜2025年9月

今年9ヶ月の上昇率 約13％



政府金融庁のメッセージ



2023年8月内閣府副大臣

日本証券業協会主催セミナー

2024年3月 金融庁長官

日本FP学会交流会



























運用はなぜ行うのか？



昨今の物価情勢

年平均上昇率年度

2.7%2014年

2.8%2015年

-0.5%2016年

0.5%2017年

0.9%2018年

0.5%2019年

-0.2%2020年

0.8%2021年

2.5%2022年

3.2%2023年

2.7%2024年

これらのデータは、総務省統計局が公表した「2020年基準消費者物価指数全国 2024年（令和6年）平
均」に基づいています。

日本の消費者物価指数の推移



昨今の物価情勢 日本の消費者物価指数の推移 今年

上昇率（前年同月比）月

3.9%1月

3.6%2月

3.6%3月

3.5%4月

3.4%5月

3.3%6月

3.1%7月

2.7%8月

このデータは、総務省統計局が公表した消費者物価指数の結果に基づいています。



昨今の物価情勢 米国の消費者物価指数の推移

年平均上昇率年度

1.6%2014年

0.1%2015年

1.3%2016年

2.1%2017年

2.4%2018年

1.8%2019年

1.2%2020年

4.7%2021年

8.0%2022年

4.1%2023年

2.9%2024年

これらのデータは、国際通貨基金（IMF）が2025年4月に発表した「World Economic Outlook Databases」
に基づいています。



昨今の物価情勢 ユーロ圏の消費者物価指数の推移

年平均上昇率年度

0.4%2014年

-0.2%2015年

0.2%2016年

1.5%2017年

1.0%2018年

1.2%2019年

0.3%2020年

2.6%2021年

8.4%2022年

5.5%2023年

2.4%2024年

これらのデータは、国際通貨基金（IMF）が2025年4月に発表した「World Economic Outlook Databases」
に基づいています。





物価の上昇

賃金の上昇好景気

目標2％

金利上昇



物価が上昇するという事は？

10年後2年後現在

110万4622円102万円100万円１％の物価上昇

121万8994円104万400円100万円2％の物価上昇

100万2001円100万400円100万円0.02％の普通預金

101万8146円100万3603円100万円0.176％の大口定期

年1%の物価上昇で

27



10年後5年後2年後1年後100万円は？

1,104,622円1,051,010円10,200,100円1,010,000円物価1％

1,218,994円1,104,081円1,040,400円1,020,000円物価2％

1,010,045円1,005,010円1,002,001円1,001,000円銀行金利
0.1％



10年後5年後2年後1年後100万円は？

1,104,622円1,051,010円10,200,100円1,010,000円物価1％

1,218,994円1,104,081円1,040,400円1,020,000円物価2％

1,010,045円1,005,010円1,002,001円1,001,000円銀行金利
0.1％



そんな中

日本の財政



区　　　　　分
Category

R3.3末
2021 March

R4.3末
2022 March

R5.3末
2023 March

R6.3末
2024 March

R7.3末
2025 March

R7.6末
2025 June

10,741,596    11,046,800    11,363,830    11,571,009    11,828,849    11,891,047    

9,466,468     9,914,111     10,270,973    10,536,526    10,797,344    10,856,647    

（うち　復　興　債）
（Reconstruction Bonds）

( 67,845 ) ( 54,303 ) ( 51,792 ) ( 48,757 ) ( 45,544 ) ( 45,544 )

（うち　G　X　経　済　移　行　債）
（GX Economy Transition Bonds）

( ー ) ( ー ) ( ー ) ( 24,478 ) ( 37,028 ) ( 37,145 )

長期国債（10年以上）
 Long-term (10 years or more)

7,147,462     7,481,162     7,782,665     8,084,264     8,344,266     8,387,709     

中期国債（2年から5年）
 Medium-term (from 2 to 5 years)

1,591,980     1,741,983     1,835,332     1,945,267     2,027,999     2,043,859     

短期国債（1年以下）
 Short-term (one year or less)

727,026       690,966       652,976       506,996       425,079       425,079       

1,186,450     1,046,242     1,008,361     945,989       914,069       922,526       

長期国債（10年以上）
 Long-term (10 years or more)

691,311       684,380       701,824       688,735       715,960       733,367       

中期国債（2年から5年）
 Medium-term (from 2 to 5 years)

391,217       361,862       306,537       257,253       198,108       189,159       

短期国債（1年以下）
 Short-term (one year or less)

103,921       ー ー ー ー ー

1,104         1,511         1,216         799           412           27            

37,718        39,041        42,307        50,495        63,545        58,608        

13,247        13,247        13,247        13,247        13,247        13,247        

36,609        32,649        27,726        23,954        40,232        39,992        

520,048       504,285       496,167       485,613       469,310       429,830       

長期（1年超）
 Long-term (over one year)

112,345       106,455       101,479       95,914        90,000        89,706        

短期（1年以下）
Short-term (one year or less)

407,703       397,830       394,688       389,699       379,310       340,124       

902,990       861,989       844,993       914,993       938,996       1,000,996     

合　　　　　計
Total

12,164,634    12,413,074    12,704,990    12,971,615    13,237,155    13,321,872    

最近5年間の国債及び借入金並びに政府保証債務現在高の推移
Central Government Debt

(End of September 2020 - present)

内　　　　国　　　　債
 Government Bonds (JGBs)

普　通　国　債
 General Bonds

財政投融資特別会計国債
 Fiscal Investment and Loan Program Bonds

交　付　国　債
 Subsidy Bonds
出　資 ･ 拠　出　国　債
 Subscription / Contribution Bonds
株式会社日本政策投資銀行危機対応業務国債
Government Bonds issued to Development
Bank of Japan
原子力損害賠償・廃炉等支援機構国債
Government Bonds issued to Nuclear Damage
Compensation and Decommissioning Facilitation
Corporation

借　　　　入　　　　金
 Borrowings

政　府　短　期　証　券
 Financing Bills

単位；億円



日本の現状（厚生労働省のHPより）



財務省HPより



歳出歳入

38.2兆円
社会保障関

係費

77.8兆円

税収

消費税
24.9兆円
所得税

22.6兆円
法人税

19.2兆円

28.2兆円借金返済

8.7兆円その他

28.6兆円
借金

18.8兆円地方交付金

5.6兆円教育

6兆円公共事業

8.6兆円防衛

9.4兆円その他

給付財源

34.9兆円
福祉・そ
の他

不足55.3兆円

43.4兆円医療

3.2兆円その他

82.2兆円
社会保険

料 62.5兆円年金

令和6年度 社会保障給付費 140.7兆円令和7年度 政府一般会計
115.1兆円

日本の現状
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歳出歳入

28.7兆円
社会保障関

係費

40.9兆円

税収

消費税
10.2兆円
所得税

13.5兆円
法人税
7.8兆円

21.5兆円借金返済

7.2兆円その他

44.3兆円
借金

16.8兆円地方交付金

5.5兆円教育

5兆円公共事業

4.8兆円防衛

10.1兆円その他

給付財源

20.2兆円
福祉・そ
の他

不足
37.3兆円

32.1兆円医療

9.5兆円その他

58.7兆円
社会保険

料 53.2兆円年金

平成22年度 社会保障給付費 105.5兆円平成23年度 政府一般会計
92.4兆円

（出所）内閣官房社会保障改革担当室「前回会議での指摘事項等について」（平22.11.22） 財務省「23年度予算のポイント」及び「平
成23年度租税及び印紙収入概算」（平22.12.24）
（注）社会保障給付費と国の一般会計の年度が異なるため、規模をそのまま比較することはできない。

日本の現状
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（厚生労働省HPより）





38

日本の現状 一般会計の推移 出展：財務省





なぜ運用を行うのか?

物価上昇時の資産を守る為

家族の将来を守る為



積立投資の優位性



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2025年9月末まで） 36年6ヶ月

42

438万円

1,229万円

約4.9％

▲121万円

利益791万円





円建てのNYダウを毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2025年9月末まで） 36年6ヶ月

44

438万円

3,140万円

約8.7％

3万円

利益2,704万円



45

将来のために積立で老後資金を

早ければ早いほど有利です。

30歳 50歳
60歳

0.1％で60歳時1億円貯めるには

30歳開始
毎月270,000円
総額9850万円

50歳開始
毎月830,000円
総額9950万円

7％で60歳時1億円貯めるには

30歳開始
毎月80,000円
総額2950万円

50歳開始
毎月580,000円
総額6930万円

30歳 50歳
60歳



46

将来のために積立で老後資金を

早ければ早いほど有利です。

0歳
60歳

7％で60歳時まで運用

0歳開始
毎月10,000円
総額720万円

7％で100歳時まで運用

0歳開始
毎月10,000円
総額1200万円

0歳
100歳

約1.1億

約18億



47

将来のために積立で老後資金を

早ければ早いほど有利です。

30歳 50歳
60歳

0.1％で60歳時2,000万円貯めるには

30歳開始
毎月55,000円
総額1980万円

50歳開始
毎月166,000円
総額1992万円

7％で60歳時2,000万円貯めるには

30歳開始
毎月17,000円
総額612万円

50歳開始
毎月116,000円
総額1392万円

30歳 50歳
60歳



価格変動リスクとは？



短期売買

買い

売り・塩漬け

49



リスクとは？

無リスク資産

金利分だけ増えていく

50



リスクとは？

この振れ幅がリスク

51



リスクとは？

リスクが大きいとは
振れ幅が大きい

という事

52



価格変動リスクをできるだけ

おさえる方法は？

積立で投資することです。



平均値の計算とは？

54

購入価格の平均の出し方

A店のリンゴ１個100円 1,000円分購入すると？ 10個購入できます

B店のリンゴ１個50円 1,000円分購入すると？ 20個購入できます

C店のリンゴ１個10円 1,000円分購入すると？ 100個購入できます

購入したリンゴの買い付け平均値はいくらでしょうか？

答え① 100円+50円+10円＝160円 160円÷3＝53.3円

答え② 1,000円×3=3,000円 3,000円÷（10個+20個+100個）＝23.1円

答え③ 10個+20個+100個＝130個 130個÷3,000円＝？？？



平均値の計算とは？

拠出した資金の合計額

買った数量

買付の平均値

55



積み立ての効果検証

56

定額購入購入数量購入金額定量購入価格変動

100,000円100株100,000円100株1,000

100,000円83株120,000円100株1,200

100,000円125株80,000円100株800

100,000円66株150,000円100株1,500

100,000円100株100,000円100株1,000

500,000円474株550,000円500株合計

1,100円55万÷500株平均購入単価 1,054円50万÷474株



積み立ての効果検証

57

定額購入購入数量購入金額定量購入価格変動

100,000円100株100,000円100株1,000

100,000円66株150,000円100株1,500

100,000円200株50,000円100株500

100,000円50株200,000円100株2,000

100,000円100株100,000円100株1,000

500,000円516株600,000円500株合計

1,200円60万÷500株平均購入単価 968円50万÷516株



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2020年12月末まで） 31年9ヶ月

58

381万円

702万円

3.5％



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2021年12月末まで） 32年9ヶ月

59

393万円

749万円

約3.6％



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2023年2月末まで） 33年11ヶ月

60

407万円

728万円

約3％

▲121万円



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2023年5月末まで） 34年2ヶ月

61

410万円

823万円

約3.7％

▲121万円



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2024年6月末まで） 35年3ヶ月

62

423万円

1,069万円

約4.6％

▲121万円

利益646万円



日経平均を毎月１万円積み立てていたら

1989年4月から月末の値段で1万円購入していたら？（2024年10月末まで） 35年7ヶ月

63

427万円

1,058万円

約4.5％

▲121万円

利益631万円



積立投資の優位性

価格変動すると言うことは購入した後に上がるかもしれ
ないし下がるかもしれないと言うことになります

積み立てで購入すると言う事はその購入価格を平準化で
きると言うことになります

リスクの軽減には最適な投資手法と言えます

ただし、一括購入に必ず勝てるわけではありません



本当に積立投資は良いのか?

一括投資 VS  積立投資



一括投資 VS 積立投資

2009年2月が最安値になっています そこでその前とその後に分けて検証してみます

66

1989年4月〜2009年2月

2009年2月〜2024年10月



1989年4月〜2009年2月（239ヶ月）までの期間で

①1989年4月に239万円一括投資

67

536,539円

−1,853,461円78％下落

一括投資 VS 積立投資



1989年4月〜2009年2月（239ヶ月）までの期間で

②1989年4月から39833円毎月積立5年間（総額約239万円） その後保有

68

794,244円

−1,595,736円67％下落

一括投資 VS 積立投資



1989年4月〜2009年2月（239ヶ月）までの期間で

③1989年4月から毎月1万円の積立

69

1,175,729円

−1,214,271円51％下落

一括投資 VS 積立投資



1989年4月〜2009年2月（239ヶ月）までの期間で比べます

70

勝者 積立投資

一括投資 VS 積立投資



2009年2月が最安値になっています そこでその前とその後に分けて検証してみます

71

1989年4月〜2009年2月

2009年2月〜2024年10月

一括投資 VS 積立投資



2009年2月〜2024年10月まで（189ヶ月）までの期間で

①2009年2月に189万円一括投資

72

9,759,443円

＋7,869,443円
416％上昇

一括投資 VS 積立投資



2009年2月〜2024年10月まで（189ヶ月）までの期間で

②2009年2月から毎月31,500円５年間積立（総額189万円）その後保有

73

7,287,063円

＋5,397,063円
286％上昇

一括投資 VS 積立投資



2009年2月〜2024年10月まで（189ヶ月）までの期間で

③2009年2月から毎月10,000円積立（総額189万円）

74

4,568,139円

＋2,678,139円
142％上昇

一括投資 VS 積立投資



2009年2月〜2024年10月（189ヶ月）までの期間で比べます

75

勝者 一括投資

一括投資 VS 積立投資



全期間で見てみます

76

一括投資 VS 積立投資



1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）

①1989年4月に427万円一括投資

77

4,949,877円

＋679,877円
16％上昇

一括投資 VS 積立投資



1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）

②1989年4月から毎月71,167円を５年間積立（総額427万円）その後放置

78

7,327,466円

＋3,057,426円
72％上昇

一括投資 VS 積立投資



1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）

③1989年4月毎月10,000円を積立（総額427万円）

79

10,587,644円

＋6,317,644円
148％上昇

一括投資 VS 積立投資



1989年4月〜2024年10月（４２７ヶ月）までの期間で比べます

80

勝者 積立投資

一括投資 VS 積立投資



全て比べます

81

一括投資 VS 積立投資



結論

投資初心者はやはり「積立」で行うのが良いと考えます

では、上級者は？

相場を当てる事ができるなら「一括投資」です

しかし、証券業界37年の私でもわかりません

そこで積立と一括投資の複合型はいかがでしょうか？



下がった時に追加購入

1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）

1989年4月毎月10,000円を積立（総額427万円） 大きく下がった時に追加で購入する

積立を開始し30％以上下落したら過去に購入した金額を購入する

1990年9月 35％マイナスになったので次の月に過去買った分18万円購入

1992年4月 34％マイナスになったので次の月に過去買った分54万円購入

1995年6月 30％マイナスになったので次の月に過去買った分145万円購入

2001年7月 35％マイナスになったので次の月に過去買った分362万円購入

2002年8月 30％マイナスになったので次の月に過去買った分737万円購入
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下がった時に追加購入

1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）

1989年4月毎月10,000円を積立（総額427万円） 大きく下がった時に追加で購入する

積立を開始し30％以上下落したら過去に購入した金額を購入する 合計1,738万円投資
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61,813,000円

＋44,433,000円

256％上昇



1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）
1989年4月毎月10,000円を積立（総額427万円） 大きく下がった時に追加で購入する
積立を開始し30％以上下落したら10万円だけ購入する
1990年9月 35％マイナスになったので次の月に10万円購入
1992年4月 34％マイナスになったので次の月に10万円購入
1992年6月 34％マイナスになったので次の月に10万円購入
1995年6月 31％マイナスになったので次の月に10万円購入
1998年9月 33％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年2月 31％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年7月 35％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年8月 39％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年9月 43％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年10月 37％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年11月 34％マイナスになったので次の月に10万円購入
2001年12月 35％マイナスになったので次の月に10万円購入
2002年1月 36％マイナスになったので次の月に10万円購入
2002年6月〜2003年4月まで毎月30％以上マイナスになったので次の月に10万円購入し続ける（合計110万円）
2008年10月 30％マイナスになったので次の月に10万円購入
2008年11月 30％マイナスになったので次の月に10万円購入
2009年1月〜3月 30％以上マイナスになったので次の月に10万円購入し続ける（合計30万円）
合計２９０万円
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下がった時に追加購入



1989年４月〜2024年10月まで（427ヶ月）

1989年4月毎月10,0007円を積立（総額427万円） 大きく下がった時に追加で購入する

積立を開始し30％以上下落したら10万円購入する 合計688万円投資
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20,807,218円

＋13,927,128円

202％上昇

下がった時に追加購入



リターン損益最終価値投資元本1989年4月〜2024年10月
16%679,877.054,949,877.054,270,000.00一括投資

72%3,057,426.137,327,446.134,270,000.005年積立
148%6,317,643.5710,587,643.574,270,000.00毎月積立

リターン損益最終価値投資元本1989年4月〜2009年2月

−78％-1,853,461.10536,538.902,390,000.00一括投資
−67％-1,595,736.32794,243.682,390,000.005年積立

−51％-1,214,271.281,175,728.722,390,000.00毎月積立

リターン損益最終価値投資元本2009年2月〜2024年10月
416%7,869,442.869,759,442.861,890,000.00一括投資

286%5,397,062.757,287,062.751,890,000.005年積立
142%2,678,139.454,568,139.451,890,000.00毎月積立

リターン損益最終価値投資元本1989年4月〜2024年10月
148%6,317,643.5710,587,643.574,270,000.00毎月積立

256%44,432,999.9061,812,999.9017,380,000.00下落時追加購入
202%13,927,128.0020,807,218.006,880,000.00下落時10万円追加購入

全て比べます
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下がった時に追加購入



まとめ

相場の変動はわからないので「積立」で行う

必ず手元資金を用意しておく

相場が大きく下がったら「まとめて追加で投資」する

平均購入価格をどう「下げるか！」が重要

自分なりのスタイルを確立しましょう

大きく下がったら積立額を増やすのも良いと思います



変動幅による積立投資の検証



積み立てて行く場合変動幅が大きくなると

リスクリターンが大きくなるとお伝えしました。

そこで日経平均と、日本株トリプルブルと

日本株4.3倍ブルを比べて見ました

• 日本株トリプルブルは日経平均の毎日の値動きの３倍の値動きにな

るように運用されています

• 日本株４.３倍ブルは日経平均の毎日の値動きの4.3倍の値動きにな

るように運用されています



2015年10月〜2025年9月までの日経平均の推移

19,083円

18,917円
2020年3月

44,932円



2015年10月〜2025年9月までの楽天日本株トリプルブルの推移

37,291円

25,494円
2020年3月

197,193円



2015年10月〜2025年9月までの楽天日本株4.3倍ブルの推移

11,548円

3,791円
2020年3月

34,064円



積立した時のパフォーマンス「日経平均」

19,083円

18,917円
−31,091円

2,189,807円
＋989,807円

120万円



積立した時のパフォーマンス「楽天日本株トリプルブル」

37,291円

25,494円
−135,497円

4,795,182円
＋3,595,182円

120万円



積立した時のパフォーマンス「楽天日本株4.3倍ブル」

11,548円

3,791円
−262,566

4,116,135円
＋2,916,135円

120万円

2024年3月
5,267,754円

＋4,247,754円



ブレが大きいほど損失の時の金額が大きくなり利益の時も大きくなることがわかります

前々回のセミナー時点（2015年10月〜2022年10月）

前回検証（2015年10月〜2024年2月）

新しい検証（2015年10月〜2025年9月）

投資金額 最大利益 最小利益

日経平均 1,200,000 989,807 -31,091

トリプルブル 1,200,000 3,595,182 -135,497

4.3倍ブル 1,200,000 4,247,754 -262,566





ただし！一括投資ではトリプルブルが一番利益が出ています

日経平均は100が235 トリプルブルが529 4.3倍ブルが295



投資元本720万円


